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課題テーマ②：令和2年7月豪雨の被災地における地域の持続に必要な取り組みについて

帰りたくなる故郷
ふ る さ と

 

帰れる故郷
ふ る さ と

 

「坂本」

 ～オンラインコミュニケーションと避難場所の日常化～



対象地選定の経緯
• D-SEVENメンバー数：約60名（坂本の活動：約10名）
• これまでの活動：山の清掃、ラジオ取材・放送
• 活動を通して、「帰ってきた人たちが幸せに過ごすためにはど
うしたらよいのか」と考えるようになった。



現状分析（１）
災害後、帰ってきた人同士での交流がない
• 崇光寺周辺では被災前の25世帯中6世帯が生活を再建
• 6世帯が集まって話をする機会がない
• それぞれの被災経験やこれからの防災に向けた取り組み、
地域の展望を共有できていない

インタビュー
2021年10月14日 萼弘伸氏 崇光寺にて



現状分析（2）

防災マップが現実に即していない
• 防災マップで避難所指定されている地点は今回の水害で浸水し
た場所になっている
→同規模の災害が発生した場合、避難できる場所ではない

インタビュー
2021年10月14日 上村雄一氏 坂本町の自宅にて



坂本町坂本(崇光寺周辺)、坂本町荒瀬(上村さん宅)周辺のハザードマップ
（国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所作成 2021年10月30日現在）

くま川ワイワイパーク

道の駅坂本



提案する政策

帰りたくなる故郷・帰れる故郷
「坂本」の実現

• 地域の未来を話し合えるコミュニティづくり（集まる場所・きっかけ）
• 地域に特化した防災×オンラインコミュニケーションの活用
• 避難「場所」の日常化



解決策・政策アイデア（１）
集まる場所・きっかけづくり
• ラジオ放送
坂本町の現状や被災の経験などを発信
→坂本町以外の場所に住む人たちへ共有
帰れていない人も巻き込んだ現地収録の実施
→交流を図るきっかけを作る

• オンラインコミュニケーションの利用促進
緊急時の情報収集にSNSを活用
→身を守るために必要な行動をとることができる



解決策・政策アイデア（２）

地域特化の防災
• 地域特化のハザードマップ
実際の被害を共有・反映した数世帯単位のハザードマップ作成
→経験を生かしたより身近なマップへ

• 「アワ・タイムライン」
マイ・タイムライン（避難計画）の地域版
→各自自分のマイ・タイムラインの見直しができる
→互いに声を掛け合うタイミングがわかる



解決策・政策アイデア（２）続き

• 避難「場所」整備
管理体制についての協議・確立
定期的なレクリエーションの実施
→安心して避難できる「道」「場所」の確保

→避難「場所」の日常化



実現したい
坂本町の未来

実現したい坂本の未来

帰りたくなる故郷

帰れる故郷

住みたくなるまち

• 地域版ハザードマップ
• SNS活用法の講習
• 避難場所の整備

• 避難場所の定期利用
• 日常的なSNSの活用
• アワ・タイムラインの

定期更新

• 被災経験の継承
• 災害不安の解消１年目

５年目

１０年目



坂本での活動一覧
2020年11月13日(金) 現地調査
2020年11月28日(土) 崇光寺裏手の山整備
2021年3月20日(土) 萼弘伸氏インタビュー取材
2021年3月24日(水) ラジオ番組収録
2021年3月27日(土) 「坂本FM大作戦！」第1回放送
2021年4月25日(日) 崇光寺裏手の山整備
2021年6月20日(月) ラジオ番組収録、上村雄一氏電話インタビュー
2021年6月26日(土) 「坂本FM大作戦！」第2回放送
2021年7月25日(日) 上村雄一氏による被災状況の説明とフィールドワーク
2021年9月30日(木) 萼弘伸氏Zoomインタビュー
2021年10月14日(木) 萼弘伸氏上村雄一氏インタビュー

参考資料
八代市「八代市総合防災マップ(Web版)」http://www.city.yatsushiro.lg.jp/bousai/hazardmap/index.html?lay=saigai_01
(参照日：2021年10月30日)


